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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
２
０
２
１
年
か
ら
２
０
２
５
年
ま
で
続
い
た
深
海
大
戦
は
、
人
類
の
勝
利
と
い

う
形
で
終
結
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
艦
娘
達
が
海
と
い
う
広
大
な
居
場
所
を
失
っ

た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
艦
娘
達
の
退
役
に
よ
っ
て
鎮
守
府
が
そ
の
役
目
を
終
え
る
そ
の
直
前
、

大
き
な
危
機
を
乗
り
越
え
た
日
本
は
突
如
、
異
世
界
に
転
移
し
て
し
ま
う
。

　
謎
の
怪
異
『
セ
イ
レ
ー
ン
』
と
世
界
大
戦
で
揺
れ
る
世
界
で
果
た
し
て
日
本
は

ど
の
よ
う
な
選
択
を
す
る
の
か
?

　
２
０
２
０
年
４
月
２
２
日
　
ア
ズ
レ
ン
世
界
の
時
間
軸
を
２
０
２
３
年
か
ら

１
９
４
１
年
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
３
月
２
０
日
　
大
幅
な
修
正
の
為
、
設
定
集
及
び
第
１
話
を
大
幅

修
正
、
そ
の
他
は
一
切
削
除
し
ま
し
た
。
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設
定
集
（
随
時
更
新
予
定
）

オ
リ
ジ
ナ
ル
兵
器
一
覧
（
航
空
自
衛
隊
）

　＋
戦
闘
機

　
・
Ｆ
─
１
５
Ｊ
Ｘ
　
イ
ー
グ
ル
プ
ラ
ス

　
全
長
：
１
９
．
７
ｍ

　
武
装
：
２
０
㎜
バ
ル
カ
ン
砲
×
１

　
　
　
０
４
式
空
対
空
誘
導
弾
×
４

　
　
＊
９
９
式
空
対
空
誘
導
弾
×
４

　
　
＊
Ｍ
ｋ
．
８
２
無
誘
導
爆
弾
×
４

　
Ｆ
─
１
５
Ｊ
を
エ
ー
ス
用
に
改
修
し
た
高
機
動
型
。
カ
ナ
ー
ド
翼
を
取
り
付

け
、
エ
ン
ジ
ン
ノ
ズ
ル
を
推
力
偏
向
が
可
能
な
も
の
に
換
装
し
た
事
で
改
修
目
標

で
あ
る
機
動
性
の
向
上
を
ク
リ
ア
し
た
が
、
元
々
エ
ー
ス
専
用
機
と
し
て
の
改
修

プ
ラ
ン
だ
っ
た
為
か
、
あ
る
意
味
乗
り
手
を
選
ぶ
機
体
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
見
た
目
は
Ｆ
─
１
５
Ｓ
／
Ｍ
Ｔ
Ｄ
に
似
た
よ
う
な
も
の
。

　　
・
Ｆ
─
３
Ａ
　
心
神

　
全
長
：
２
１
ｍ

　
武
装
：
２
０
㎜
バ
ル
カ
ン
砲
×
１

　
　
　
Ａ
Ｉ
Ｍ
─
１
２
０
ア
ム
ラ
ー
ム
×
６
（
ウ
ェ
ポ
ン
ベ
イ
）

　
　
＊
０
４
式
空
対
空
誘
導
弾
×
４
（
外
付
け
）

　
　
＊
Ｇ
Ｂ
Ｕ
─
３
１
精
密
誘
導
爆
弾
×
４

　
西
暦
２
０
２
１
年
に
配
備
開
始
さ
れ
た
航
空
自
衛
隊
の
最
新
鋭
戦
闘
機
。
Ｙ

Ｆ
─
２
３
を
ベ
ー
ス
に
開
発
し
た
為
、
高
い
機
動
性
と
ス
テ
ル
ス
性
を
両
立
、
Ｆ

─
２
２
ラ
プ
タ
ー
を
上
回
る
性
能
と
な
っ
た
。
主
に
使
用
す
る
ミ
サ
イ
ル
は
Ａ

Ｉ
Ｍ
─
１
２
０
ア
ム
ラ
ー
ム
だ
が
、
構
造
上
で
は
９
９
式
空
対
空
誘
導
弾
の
ウ
ェ

ポ
ン
ベ
イ
へ
の
装
着
も
可
能
で
、
兵
器
シ
ス
テ
ム
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
対
応
し
て

い
る
為
、
転
移
後
の
問
題
の
一
つ
で
あ
る
使
用
ミ
サ
イ
ル
の
変
更
に
つ
い
て
は
本

機
に
関
し
て
は
特
に
問
題
無
い
だ
ろ
う
。
更
に
ス
テ
ル
ス
性
を
犠
牲
に
す
る
代

わ
り
に
、
外
付
け
で
増
槽
や
ミ
サ
イ
ル
、
爆
弾
と
い
っ
た
増
加
装
備
を
搭
載
で
き
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る
。

　
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
複
数
あ
り
、
Ａ
型
は
制
空
戦
向
け
の
基
本
型
で
、
Ｆ
─
１

５
Ｊ
の
上
位
互
換
要
素
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
前
述
の
通
り
、
見
た
目
は
Ｙ
Ｆ
─
２
３
に
似
た
感
じ
と
な
っ
て
い
る
。

　　
・
Ｆ
─
３
Ｂ
　
心
神

　
全
長
：
Ａ
型
と
同
じ

　
武
装
：
２
０
㎜
バ
ル
カ
ン
砲
×
１

　
　
　
Ａ
Ｉ
Ｍ
─
１
２
０
ア
ム
ラ
ー
ム
×
６
（
ウ
ェ
ポ
ン
ベ
イ
）
後
々
９
９
式
空

対
空
誘
導
弾
に
（
ｒ
ｙ

　
　
＊
２
３
式
空
対
艦
誘
導
弾
×
４
（
外
付
け
）

　
　
＊
Ｇ
Ｂ
Ｕ
─
３
１
精
密
誘
導
爆
弾
×
４

　
Ｆ
─
３
心
神
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
。
Ｂ
型
は
対
地
・
対
艦
攻
撃
向
け
の

支
援
型
で
、
兵
器
シ
ス
テ
ム
用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
対
地
・
対
艦
攻
撃
用
に
セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。
２
３
式
空
対
艦
誘
導
弾
は
Ａ
Ｓ
Ｍ
─
３
に
似
た
も
の

で
、
恐
ら
く
現
実
の
Ａ
Ｓ
Ｍ
─
３
改
と
い
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

＋
偵
察
機

　
・
Ｒ
Ｆ
─
２
Ｂ

　
全
長
：
１
５
．
５
ｍ

　
武
装
：
２
０
㎜
バ
ル
カ
ン
砲
×
１

　
　
　
０
４
式
空
対
空
誘
導
弾
×
２

　
Ｆ
─
２
Ｂ
を
ベ
ー
ス
に
偵
察
・
索
敵
能
力
を
向
上
さ
せ
た
偵
察
型
。
偵
察
や
索

敵
と
い
っ
た
非
戦
闘
任
務
を
想
定
し
て
改
修
さ
れ
た
為
、
武
装
は
必
要
最
低
限
の

数
し
か
搭
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
対
空
・
対
艦
攻
撃
能
力
は
低
く
な
っ
て
い
る
も
の

の
、
機
動
力
は
攻
撃
能
力
と
比
べ
て
あ
ま
り
低
下
し
て
い
な
い
の
で
Ｆ
─
２
乗
り

も
「
普
通
の
と
比
べ
て
も
機
動
に
違
和
感
が
無
か
っ
た
」
と
高
評
価
す
る
程
、
そ

の
信
頼
性
は
高
い
。

＋
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ

　
・
Ｍ
Ｔ
Ｆ
─
０
１
Ａ
　
戦
雷

　
全
高
：
１
７
．
５
ｍ

　
武
装
：
７
５
㎜
バ
ル
カ
ン
砲
『
イ
ー
ゲ
ル
シ
ュ
テ
ル
ン
』
×
２
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ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
×
２

　
　
　
２
３
式
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

　
　
　
シ
ー
ル
ド
×
１

　
日
本
初
の
国
産
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
。『
高
機
動
力
を
以
て
、
戦
闘
で
優
位
に
立
つ
』

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
開
発
さ
れ
た
機
体
で
あ
る
。
２
０
２
１
年
に
開
発
さ
れ

た
新
素
材
『
チ
タ
ン
合
金
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
複
合
材
』
を
採
用
し
た
事
で
高
い
強
度

と
高
い
機
動
性
を
併
せ
持
つ
機
体
と
な
り
、
開
発
・
配
備
さ
れ
た
２
０
２
３
年
の

時
点
で
最
も
機
動
性
の
高
い
量
産
型
Ｍ
Ｓ
と
し
て
名
を
馳
せ
た
。
２
０
２
４
年

に
配
備
開
始
し
た
航
空
自
衛
隊
向
け
の
機
体
は
、
同
年
初
頭
に
開
発
さ
れ
た
フ
ラ

イ
ト
ロ
ー
タ
ー
『
シ
ュ
ラ
イ
ク
』
を
装
備
す
る
事
で
、
空
戦
能
力
が
向
上
す
る
。

　
見
た
目
は
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
の
Ｍ
１
ア
ス
ト
レ
イ
。

　　
・
Ｍ
Ｔ
Ｆ
─
０
１
Ａ
２
　
戦
雷
・
壱
型
乙

　
全
高
：
１
７
．
５
ｍ

　
武
装
：
７
５
㎜
バ
ル
カ
ン
砲
『
イ
ー
ゲ
ル
シ
ュ
テ
ル
ン
』
×
２

　
　
　
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
×
２

　
　
　
２
３
式
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

　
　
　
２
４
式
ガ
ト
リ
ン
グ
ガ
ン

　
　
　
シ
ー
ル
ド
×
１

　
戦
雷
エ
ー
ス
専
用
機
。
元
々
は
将
来
の
武
装
の
大
型
化
に
備
え
て
フ
レ
ー
ム

と
各
部
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
を
強
化
し
た
改
良
型
な
の
だ
が
、
ア
ク
チ
ュ
エ
ー

タ
ー
の
強
化
は
当
初
の
予
想
を
や
や
上
回
る
機
体
稼
働
時
間
の
低
下
を
招
く
事

と
な
り
、
そ
の
経
緯
に
よ
っ
て
エ
ー
ス
専
用
機
扱
い
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　　
・
Ｍ
Ｔ
Ｆ
─
０
２
　
月
光

　
全
高
：
１
８
．
１
ｍ

　
武
装
：
７
５
㎜
バ
ル
カ
ン
砲
『
イ
ー
ゲ
ル
シ
ュ
テ
ル
ン
』
×
２

　
　
　
ビ
ー
ム
サ
ー
ベ
ル
×
２

　
　
　
２
４
式
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

　
　
　
シ
ー
ル
ド
×
１

　
最
新
鋭
国
産
モ
ビ
ル
ス
ー
ツ
。
新
型
フ
ラ
イ
ト
ユ
ニ
ッ
ト
と
チ
タ
ン
合
金
・
セ
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ラ
ミ
ッ
ク
複
合
材
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
高
い
性
能
と
信
頼
性
を
併
せ
持
つ
。
運

用
開
始
し
た
の
は
２
０
２
５
年
１
月
上
旬
で
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ダ
ガ
ー
か
ら
の
機
種

更
新
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
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オ
リ
ジ
ナ
ル
兵
器
一
覧
（
海
上
自
衛
隊
）

　＋
艦
艇

　　
・
く
さ
な
ぎ
型
艦
娘
搭
載
護
衛
艦

　
全
長
：
２
３
８
ｍ

　
定
員
（
艦
娘
の
み
）：
６
名

　
海
上
自
衛
隊
の
艦
娘
母
艦
。
転
移
前
の
世
界
で
は
、
各
国
で
研
究
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
た
が
、
日
本
が
転
移
し
た
時
点
で
は
艦
娘
母
艦
の
実
用
化
に
成
功
し
た

の
は
日
本
の
み
で
、
し
か
も
１
隻
の
み
で
あ
っ
た
。
転
移
後
に
２
隻
建
造
が
始
め

ら
れ
て
い
る
。

　　
・
あ
ま
ぎ
型
原
子
力
航
空
護
衛
艦

　
全
長
：
３
３
５
ｍ

　
艦
載
機
：
Ｆ
─
３
５
Ｃ
Ｊ
×
３
０

　
　
　
　
Ｆ
─
３
Ｃ
×
１
８

　
憲
法
改
正
に
よ
り
２
０
２
１
年
に
起
工
、
２
０
２
３
年
に
就
役
し
た
日
本
初
の

原
子
力
空
母
。
数
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
Ｆ
─
３
Ｃ
心
神
も
配
備
さ
れ
て
い

る
。

　
見
た
目
は
ニ
ミ
ッ
ツ
級
原
子
力
空
母
に
似
た
よ
う
な
も
の
。

＋
航
空
機

　
・
Ｆ
─
３
Ｃ
　
心
神

　
全
長
：
２
１
．
１
ｍ

　
武
装
：
２
０
㎜
バ
ル
カ
ン
砲
×
１

　
　
　
Ａ
Ｉ
Ｍ
─
１
２
０
×
６
（
ウ
ェ
ポ
ン
ベ
イ
）
Ａ
型
・
Ｂ
型
と
同
じ
く
（
ｒ

ｙ　
　
＊
０
４
式
空
対
空
誘
導
弾
×
４

　
　
＊
２
３
式
空
対
艦
誘
導
弾
×
４
　
　
　（
い
ず
れ
も
外
付
け
）

　
　
＊
Ｇ
Ｂ
Ｕ
─
３
１
精
密
誘
導
爆
弾
×
４

　
Ｆ
─
３
心
神
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
。
Ｃ
型
は
日
本
が
開
発
し
た
戦
闘

機
で
は
初
と
な
る
艦
上
型
で
あ
る
と
同
時
に
、
兵
装
は
空
対
空
ミ
サ
イ
ル
や
爆
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弾
、
空
対
艦
ミ
サ
イ
ル
ま
で
搭
載
出
来
る
マ
ル
チ
ロ
ー
ル
型
で
も
あ
る
為
、
Ａ
型
・

Ｂ
型
よ
り
も
臨
機
応
変
の
戦
術
が
取
り
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

＋
艦
娘
用
装
備

　　
・
翔
電

　
武
装
：
２
０
㎜
機
関
砲
×
４
（
胴
体
と
翼
内
に
２
挺
ず
つ
）

　
烈
風
の
後
継
機
と
し
て
開
発
さ
れ
た
艦
娘
用
艦
載
機
。
元
々
、
艦
娘
が
艦
の
魂

を
持
つ
超
能
力
者
で
あ
る
事
は
公
に
は
明
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
際
規
模
の
機
密

事
項
だ
っ
た
事
も
あ
っ
て
か
、
彼
女
達
の
装
備
は
横
須
賀
と
呉
の
二
つ
の
基
地
に

あ
る
工
廠
で
極
秘
開
発
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
機
体
の
エ
ン
ジ
ン
は
ハ
４
４
を
採

用
し
て
お
り
、
最
高
速
度
は
時
速
約
７
２
０
㎞
を
叩
き
出
す
凄
ま
じ
い
速
力
を
誇

る
。

　
見
た
目
は
烈
風
と
疾
風
を
足
し
て
２
で
割
っ
た
よ
う
な
感
じ
。

　　
・
翔
電
改

　
武
装
：
３
０
㎜
機
関
砲
×
２
（
翼
内
）

　
　
　
１
３
．
２
㎜
機
関
砲
×
２
（
胴
体
）

　
翔
電
の
改
良
型
。
そ
の
名
の
通
り
、
性
能
が
全
体
的
に
底
上
げ
さ
れ
て
い
る
。

最
大
の
改
良
点
は
、
エ
ン
ジ
ン
が
タ
ー
ボ
プ
ロ
ッ
プ
に
換
装
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
最
高
速
度
に
お
い
て
時
速
７
７
６
㎞
を
叩
き
出
す
高
速
戦
闘
機

と
な
っ
た
。
赤
城
曰
く
、『
日
本
初
の
タ
ー
ボ
プ
ロ
ッ
プ
戦
闘
機
』
と
の
こ
と
。

　　
・
彗
星
改

　
武
装
：
７
．
７
㎜
機
銃
×
２

　
　
　
７
．
７
㎜
旋
回
機
銃
×
１

　
　
　
６
０
㎏
爆
弾
×
２

　
　
　
５
０
０
㎏
爆
弾
×
１

　
彗
星
の
改
良
型
。
エ
ン
ジ
ン
を
改
造
し
た
り
、
フ
レ
ー
ム
の
素
材
を
カ
ー
ボ
ン

複
合
材
に
変
更
し
た
り
等
、
何
か
ら
何
ま
で
強
化
改
修
が
施
さ
れ
て
お
り
、
見
違

え
る
程
の
高
性
能
化
を
果
た
し
た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
生
産
性
が
大
幅
に
低

下
し
、
推
奨
練
度
が
高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
事
が
問
題
と
な
り
、
今
で
は
空
母
艦
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娘
の
中
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
練
度
を
誇
る
一
航
戦
と
二
航
戦
だ
け
が
本
機
を

運
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
問
題
が
新
型
装
備
の
開
発
を
急
が
せ
る
原
因
に
も

な
っ
た
。

　　
・
震
電
改
二

　
武
装
：
３
０
㎜
機
関
砲
×
４

　
震
電
改
の
ジ
ェ
ッ
ト
型
。
開
発
当
初
は
ま
だ
ま
だ
連
星
が
必
要
だ
ろ
う
と
言

わ
れ
て
い
た
が
、
転
移
後
に
技
術
陣
が
本
機
を
出
し
た
（
!?
）
事
に
よ
っ
て
、
ペ
ー

ス
上
昇
か
ら
わ
ず
か
３
日
で
テ
ス
ト
段
階
に
こ
ぎ
つ
け
る
事
が
出
来
た
。

　　
・
木
星

　
武
装
：
１
２
．
７
㎜
機
関
砲
×
２

　
　
　
７
．
７
㎜
旋
回
機
銃
×
１

　
　
　
２
５
０
㎏
爆
弾
×
２

　
　
　
５
０
０
㎏
爆
弾
×
１

　
彗
星
の
後
継
機
と
し
て
開
発
さ
れ
た
艦
娘
用
艦
載
機
。
固
定
機
銃
は
１
２
．

７
㎜
機
関
砲
で
、
艦
上
爆
撃
機
と
し
て
は
高
い
空
戦
能
力
を
誇
る
。

　　
・
鬼
神

　
武
装
：
１
２
．
７
㎜
機
関
砲
×
２

　
　
　
７
．
７
㎜
旋
回
機
銃
×
１

　
　
　
航
空
魚
雷
×
１

　
流
星
の
後
継
機
と
し
て
開
発
さ
れ
た
艦
娘
用
艦
載
機
。
固
定
機
銃
は
木
星
と

同
様
で
、
エ
ン
ジ
ン
は
護
の
改
良
型
で
あ
る
ハ
４
８
が
採
用
さ
れ
、
艦
上
攻
撃
機

と
し
て
は
高
い
高
速
性
能
と
空
戦
能
力
を
誇
る
。
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本
編

第
１
話
　
転
移

　　
４
年
前
、
人
類
を
未
曾
有
の
災
厄
が
襲
っ
た
。

　
そ
れ
ら
は
従
来
の
兵
器
で
は
全
く
歯
が
立
た
ず
、
人
類
は
次
第
に
制
海
権
を
奪

わ
れ
、
や
が
て
人
類
は
こ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

『
深
海
棲
艦
』
と
。

　
そ
の
２
年
後
、
少
女
達
の
あ
る
力
が
目
覚
め
た
。

　
そ
の
力
・
・
・
か
つ
て
第
二
次
世
界
大
戦
に
身
を
投
じ
た
艦
の
力
を
持
つ
少
女

達
は
、
世
界
で
初
め
て
深
海
棲
艦
を
倒
し
た
。

　
や
が
て
、
彼
女
達
は
『
艦
娘
』
と
呼
ば
れ
る
事
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
２
０
２
５
年
・
・
・
遂
に
人
類
は
深
海
棲
艦
に
完
全
勝
利
し
た
。

　
民
衆
も
兵
士
達
も
皆
、
盛
大
に
喜
ん
だ
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
は
艦
娘
達
が
海
に
居
場
所
を
無
く
し
た
事
を
も
意
味
し
て
い

た
。

　
だ
が
、
彼
女
達
は
艦
娘
と
し
て
、
任
務
を
全
う
し
た
と
し
て
、
英
雄
達
と
し
て

後
世
に
語
り
継
が
れ
る
事
だ
ろ
う
。
鎮
守
府
が
役
目
を
終
え
る
日
も
、
も
う
す
ぐ

そ
こ
ま
で
近
づ
い
て
い
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
、
突
如
と
し
て
日
本
は
異
世
界
に
転
移
し
て
し
ま
っ
た
。

　　
西
暦
２
０
２
５
年
　
８
月
１
１
日
　
午
前
０
時
　
日
本
国
　
と
あ
る
基
地

　
最
初
に
異
変
に
気
が
付
い
た
の
は
、
航
空
自
衛
隊
の
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
を
担
当

し
て
い
た
隊
員
達
だ
っ
た
。

「
・
・
・
は
っ
?
同
時
に
レ
ー
ダ
ー
ロ
ス
ト
し
た
・
・
・
・
・
・
?
一
体
ど
う
な
っ

て
る
ん
だ
こ
り
ゃ
?
」

　
モ
ニ
タ
ー
を
見
て
い
た
若
い
隊
員
が
突
然
起
こ
っ
た
不
可
解
な
現
象
に
思
わ

ず
呟
い
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
外
を
飛
行
し
て
い
た

全
て
の
航
空
機
が
レ
ー
ダ
ー
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

「
に
、
二
尉
!
排
他
的
経
済
水
域
外
を
飛
行
中
の
全
て
の
航
空
機
が
レ
ー
ダ
ー
か

ら
消
え
ま
し
た
!
」
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隊
員
は
、
上
司
で
あ
る
二
尉
に
報
告
し
た
。

「
ダ
ニ
ィ
!?
そ
れ
は
本
当
か
!?
」

「
本
当
で
す
!
モ
ニ
タ
ー
を
見
て
く
だ
さ
い
!
」

　
二
尉
は
半
信
半
疑
で
隊
員
が
担
当
し
て
い
る
レ
ー
ダ
ー
画
面
に
駆
け
寄
っ
た
。

そ
し
て
レ
ー
ダ
ー
画
面
を
確
認
し
て
み
る
と
、
隊
員
の
言
っ
た
通
り
、
排
他
的
経

済
水
域
外
の
航
空
機
の
反
応
が
１
機
も
な
く
な
っ
て
い
た
。

「
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
事
だ
・
・
・
?
と
り
あ
え
ず
Ｓ
Ｏ
Ｃ
に
連
絡
し
ろ
!
そ
れ

と
ロ
ス
ト
し
た
航
空
機
に
無
線
で
呼
び
掛
け
る
ん
だ
!
レ
ー
ダ
ー
が
故
障
し
た

可
能
性
も
あ
る
。
誰
か
確
認
し
て
来
い
!
」

　
二
尉
は
迅
速
か
つ
的
確
に
指
示
を
出
す
と
、
指
示
を
聞
い
た
隊
員
達
は
即
座
に

動
き
出
し
た
。

　　
一
方
、
報
告
を
受
け
た
防
空
指
揮
所
も
混
乱
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
無
理
も
な

い
、
何
せ
各
所
に
設
置
さ
れ
た
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
か
ら
も
同
じ
報
告
が
上
が
っ
て

い
た
の
だ
。
普
段
は
静
か
な
防
空
指
揮
所
は
こ
れ
ら
の
報
告
に
よ
り
一
変
し
、
ロ

ス
ト
し
た
航
空
機
に
無
線
で
呼
び
掛
け
る
者
、
怒
鳴
り
声
を
上
げ
る
者
も
い
た
。

「
Ａ
Ｃ
Ｃ
に
は
連
絡
を
入
れ
た
の
か
!?
」

「
は
っ
!
築
城
か
ら
は
Ｆ
─
１
５
Ｊ
Ｘ
が
３
機
、
春
日
か
ら
は
Ｆ
─
２
Ａ
が
２
機

緊
急
発
進
し
て
お
り
ま
す
!
」

　
防
空
指
揮
所
の
指
揮
官
で
あ
る
城
阪
二
佐
が
副
官
と
話
し
て
い
る
間
も
戦
闘

機
が
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
発
進
し
、
レ
ー
ダ
ー
か
ら
航
空
機
が
消
え
た
地
点
に
急
行
し

て
い
た
。

　
そ
の
時
、
通
信
士
が
息
も
絶
え
絶
え
に
２
人
の
も
と
へ
や
っ
て
来
た
。

「
二
佐
、
航
空
総
隊
司
令
部
よ
り
緊
急
通
達
で
す
!
」

「
何
っ
!?
」

「
何
か
あ
っ
た
の
か
?
」

　
２
人
が
そ
う
尋
ね
る
と
、
通
信
士
は
と
ん
で
も
な
い
事
を
言
っ
た
。

「
そ
れ
が
・
・
・
大
陸
か
ら
の
電
波
が
途
絶
え
た
と
の
こ
と
で
す
・
・
・
!
」

「「
な
っ
・
・
・
!?
」」

　
２
人
は
絶
句
し
た
。
現
代
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
社
会
を
支
え
る
柱

の
一
つ
。
携
帯
を
持
つ
の
が
当
た
り
前
と
な
っ
た
今
、
電
波
が
途
絶
え
る
事
な
ど
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核
攻
撃
の
際
に
起
こ
る
Ｅ
Ｍ
Ｐ
が
発
生
し
な
い
限
り
、
ど
う
考
え
て
も
有
り
得
な

い
事
態
な
の
だ
。
そ
も
そ
も
、
異
変
の
起
こ
る
前
に
大
陸
に
飛
ん
で
い
く
核
ミ
サ

イ
ル
や
爆
撃
機
は
探
知
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
Ｅ
Ｍ
Ｐ
の
可
能
性
は
ま
ず
無

い
。

「
一
体
、
何
が
起
き
た
と
い
う
の
だ
・
・
・
」

　
城
阪
二
佐
は
胃
に
じ
わ
じ
わ
と
来
る
痛
み
を
感
じ
な
が
ら
そ
う
呟
い
た
。

　　
同
時
刻
　
神
奈
川
県
　
横
須
賀
鎮
守
府

「
何
だ
っ
て
!?
」

　
こ
こ
も
こ
の
事
態
に
混
乱
す
る
者
達
で
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
。
尤
も
、
横
須
賀

三
河
勇

み
か
わ
　
ゆ
う

鎮
守
府
の
提
督
・
・
・

二
等
海
佐
は
今
こ
の
一
言
を
言
う
数
分
程
前
に
叩

き
起
こ
さ
れ
た
の
だ
が
・
・
・
。

「
排
他
的
経
済
水
域
の
外
側
を
航
行
し
て
い
た
船
舶
と
航
空
機
の
反
応
が
全
て
途

絶
え
た
っ
て
・
・
・
深
海
棲
艦
の
残
党
な
の
か
!?
」

　
勇
は
自
分
を
起
こ
し
た
艦
娘
・
・
・
大
淀
に
そ
う
聞
く
。

「
は
い
。
現
在
、
状
況
を
確
認
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

「
だ
が
、
い
く
つ
か
な
ら
と
も
か
く
、
全
て
な
ん
て
・
・
・
」

　
大
淀
は
冷
静
な
口
調
で
話
し
て
い
る
が
、
彼
女
も
恐
ら
く
同
様
し
て
い
る
だ
ろ

う
。
勇
も
こ
ん
な
事
態
に
は
遭
遇
し
た
事
は
一
度
も
無
い
。

「
ど
う
な
っ
て
い
る
ん
だ
、
一
体
・
・
・
」

　　
午
前
１
時
３
０
分

「
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
だ
?
」

　
現
内
閣
総
理
大
臣
の
鹿
島
久
雄
は
不
機
嫌
そ
う
に
そ
う
言
っ
た
。
何
故
な
ら
、

深
夜
１
時
に
叩
き
起
こ
さ
れ
た
上
、
海
外
と
の
通
信
が
取
れ
な
く
な
っ
た
、
排
他

的
経
済
水
域
外
を
飛
行
し
て
い
た
航
空
機
と
交
信
出
来
な
く
な
っ
た
等
の
報
告

が
入
っ
て
き
た
か
ら
な
の
だ
。

　
鹿
島
は
ひ
と
ま
ず
防
災
服
に
着
替
え
、
す
ぐ
に
総
理
官
邸
に
向
か
っ
た
為
に
彼

は
寝
不
足
の
状
態
で
緊
急
会
議
に
赴
く
羽
目
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
総
理
執
務
室
に
入
る
と
、
中
に
は
官
房
長
官
や
財
務
大
臣
と
い
っ
た
国
家
安
全

保
障
会
議
を
構
成
す
る
閣
僚
１
０
名
が
既
に
い
た
。
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「
状
況
は
?
」

　
鹿
島
は
テ
ー
ブ
ル
の
上
座
に
座
る
な
り
、
皆
に
尋
ね
た
。
す
る
と
早
速
、
防
衛

大
臣
が
口
を
開
い
た
。

「
私
か
ら
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
午
前
０
時
頃
、
我
が
国
の
排
他
的
経
済

水
域
外
を
飛
行
中
の
航
空
機
及
び
航
行
中
の
船
舶
が
全
て
、
各
地
の
レ
ー
ダ
ー
サ

イ
ト
及
び
哨
戒
中
の
護
衛
艦
、
早
期
警
戒
機
の
レ
ー
ダ
ー
よ
り
ロ
ス
ト
し
ま
し

た
。
防
衛
省
情
報
通
信
局
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
全
て
の
衛
星
及
び
海
外
と
の

通
信
が
取
れ
な
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
」

　
そ
れ
に
続
い
て
、
防
衛
大
臣
の
隣
に
座
っ
て
い
た
国
交
大
臣
も
口
を
開
い
た
。

「
全
国
の
空
港
か
ら
も
同
様
の
報
告
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
国
交
省
で
は
海
保
の

警
備
船
と
救
難
機
を
急
行
さ
せ
て
い
ま
す
」

「
そ
れ
と
海
外
の
全
て
の
大
使
館
お
よ
び
総
領
事
館
と
の
通
信
も
途
絶
え
て
い
ま

す
」

　
国
交
大
臣
に
続
く
形
で
外
務
大
臣
も
報
告
し
た
。
す
る
と
経
産
大
臣
も
報
告

を
始
め
た
。

「
経
産
省
も
海
外
の
証
券
取
引
所
等
と
の
交
信
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
!
」

　
閣
僚
達
か
ら
の
報
告
に
鹿
島
は
頭
を
抱
え
る
。

「（
全
く
、
こ
ん
な
事
態
は
初
め
て
だ
・
・
・
）」

　
鹿
島
は
そ
う
思
い
、
顔
を
し
か
め
る
。

「
と
に
か
く
各
省
庁
に
は
引
き
続
き
海
外
と
の
交
信
を
試
み
る
よ
う
伝
達
す
る
ん

だ
。
そ
れ
と
緊
急
事
態
対
策
本
部
を
設
置
す
る
!
準
備
を
急
ぐ
ん
だ
!
あ
と
、
７

時
か
ら
記
者
会
見
を
行
う
か
ら
そ
の
準
備
も
し
て
く
れ
!
」

「「「「「「「「「「
は
い
!
」」」」」」」」」」

　
鹿
島
が
そ
う
指
示
す
る
と
閣
僚
達
は
立
ち
上
が
り
、
一
礼
し
た
後
に
執
務
室
を

出
て
行
っ
た
。

　
閣
僚
達
が
全
員
出
る
と
、
鹿
島
は
１
人
考
え
込
ん
で
い
た
。

「
一
体
全
体
、
日
本
は
ど
う
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
・
・
・
?
」

　
鹿
島
は
そ
う
呟
い
た
。
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